　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


１　（１）１ダース７２０円のＡのえんぴつと、９本で６３０円のＢのえんぴつがあります。
　　　　　１本あたりの値段は、どちらが高いでしょう。

　　　　（式）

　　　　（答え）
（２）３００グラムで１２００円の牛肉と、５００グラムで１５００円のぶた肉があります。
　　　　　１００グラムあたりの値段は、どちらがいくら、高いでしょう。
　　　　（式）

　　　　（答え）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


１　（１）１ダース７２０円のＡのえんぴつと、９本で６３０円のＢのえんぴつがあります。

　　　　　１本あたりの値段は、どちらが高いでしょう。

　　　　（式）Ａのえんぴつ　７２０÷１２＝６０

　　　　　　　つまり、１本あたりの値段は、６０円

　　　　　　　Ｂのえんぴつ　６３０÷　９＝７０

　　　　　　　　　　　１本あたりの値段は、７０円

　　　　（答え）１本あたり７０円のＢのえんぴつのほうが高い。

（２）３００グラムで１２００円の牛肉と、５００グラムで１５００円のぶた肉があります。

　　　　　１００グラムあたりの値段は、どちらがいくら、高いでしょう。

　　　　（式）３００グラムの牛肉の１００グラムあたり…ということは、

　　　　　　　　１２００÷３＝４００

　　　　　　　牛肉１００グラムあたりの値段は、４００円

　　　　　　　５００グラムのぶた肉の１００グラムあたり…ということは、

　　　　　　　　１５００÷５＝３００

　　　　　　　ぶた肉１００グラムあたりの値段は、３００円

　　　　（答え）牛肉のほうが、１００グラムあたり、１００円高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 



１　単位量あたりで求めるときは　２通りの方法がありました。下の表のように長さと代金がちがうＡ，Ｂのリボンでは、どちらが得かを調べましょう。

	
	長さ
	代金

	リボンＡ
	５m
	２０円

	リボンB
	８m
	４０円


①　リボン１mあたりの代金を比べて、どちらが得かを調べましょう。

　（式）リボンＡ…

　
　　　　リボンＢ…

　
　（答え）
②　代金１円あたりの長さを比べて、どちらが得かを調べましょう。

　（式）リボンＡ…

　　　　リボンＢ…

　（答え）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


１　単位量あたりで求めるときは　２通りの方法がありました。下の表のように長さと代金がちがうＡＢのリボンでは、どちらが得かを調べましょう。

	
	長さ
	代金

	リボンＡ
	５m
	２０円

	リボンB
	８m
	４０円


①　リボン１mあたりの代金を比べて、どちらが得かを調べましょう。

　（式）リボンＡ…２０÷５＝４　…　１ｍあたり４円
　
　　　　リボンＢ…４０÷８＝５　…　１ｍあたり５円
　
　（答え）Ａの方が得

②　代金１円あたりの長さを比べて、どちらが得かを調べましょう。

　（式）リボンＡ…５÷２０＝０．２５　…　１円あたり、０．２５ｍ
　　　　リボンＢ…８÷４０＝０．２　…　１円あたり、０．２ｍ
　（答え）Ａのほうが得。
【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-5B4(1)1





単位量あたりの大きさ（１）①





学　年





５年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








１００グラムあたりの値段のことを、「グラムあたり」ということがあります。





解答





【小学校算数・ワークブック】





小学校算数No. EMW-5B4(1)1





単位量あたりの大きさ（１）①





学　年





５年





１ダースは、１２本。





【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-5B4(1)2





単位量あたりの大きさ（１）②





学　年





５年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








解答





【小学校算数・ワークブック】





小学校算数No. EMW-5B4(1)2





単位量あたりの大きさ（１）②





学　年





５年





１ｍあたりの値段が、安いほうが、お得ですね。





１円あたりで、長く買えるほうがお得ですね。





同じ問題でも、１ｍあたりを求める式と、１円あたりを求める式は、わる数とわられる数の数値がひっくり返っていますね。








